
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実時間軸上で連続的に発生する音声若しくは映像をデジタルデータに変換してメモリに
書き込むデータ記録動作と、メモリに書き込まれているデジタルデータを読み出して音声
若しくは映像として再生するためのデータ再生動作とが可能なデータ記録再生装置におい
て、データ記録時にユーザが操作すべき記録開始操作手段及びインデックス記録操作手段
と、データ再生時にユーザが操作すべき再生開始操作手段及びインデックススキップ操作
手段と、記録開始操作手段及びインデックス記録操作手段の操作に応じてデータ記録動作
を制御する記録制御手段と、再生開始操作手段及びインデックススキップ操作手段の操作
に応じてデータ再生動作を制御する再生制御手段とを具え、
　前記記録制御手段は、記録開始操作手段の操作に応じて、デジタルデータの書込みを開
始すると共に、ファイルＩＤ番号とインデックス番号を含むファイル名を作成して該デジ
タルデータに付与し、その後のインデックス記録操作手段の操作に応じて、デジタルデー
タの書込みを継続すると共に、前記ファイル名に含まれるインデックス番号を更新し、フ
ァイルＩＤ番号が同一でインデックス番号の更新された新たなファイル名を作成して該デ
ジタルデータに付与し、
　前記再生制御手段は、再生開始操作手段の操作に応じて、選択されたファイル名を有す
るデジタルデータの読出しを開始し、その後のインデックススキップ操作手段の操作に応
じて、該ファイル名に含まれるインデックス番号を更新し、ファイルＩＤ番号が同一でイ
ンデックス番号の更新された新たなファイル名を有するデジタルデータの読出しに移行す
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ることを特徴とするデータ記録再生装置。
【請求項２】
　インデックス記録操作手段とインデックススキップ操作手段は、共通の操作ボタンによ
って構成されており、該操作ボタンは、データ記録時にはインデックス記録操作手段を構
成し、データ再生時にはインデックススキップ操作手段を構成する請求項１に記載のデー
タ記録再生装置。
【請求項３】
　更に記録終了操作手段と再生終了操作手段を具え、前記記録制御手段は、記録終了操作
手段の操作に応じてデータ記録動作を終了し、前記再生制御手段は、再生終了操作手段の
操作に応じてデータ再生動作を終了する請求項１又は請求項２に記載のデータ記録再生装
置。
【請求項４】
　更にファイルスキップ操作手段を具え、前記再生制御手段は、再生開始操作手段の操作
後におけるファイルスキップ操作手段の操作に応じて、データ再生中のファイル名に含ま
れるファイルＩＤ番号を更新すると共に、インデックス番号を初期化し、ファイルＩＤ番
号の更新された新たなファイル名を有するデジタルデータの読出しに移行する請求項１乃
至請求項３の何れかに記載のデータ記録再生装置。
【請求項５】
　ファイル名は、ファイルＩＤ番号とインデックス番号を含むと共に、ファイルの種類を
表わす拡張子を有している請求項１乃至請求項４の何れかに記載のデータ記録再生装置。
【請求項６】
　　実時間軸上で連続的に発生する音声もしくは映像をデジタルデータに変換してメモリ
に書き込むデータ記録動作と、メモリに書き込まれているデジタルデータを読み出して音
声もしくは映像として再生するためのデータ再生動作とが可能なデータ記録再生装置にお
いて、
　データ記録時にユーザが操作すべき記録開始操作手段及びインデックス記録操作手段と
、
データ再生時にユーザが操作すべき再生操作手段及びインデックススキップ操作手段と、
記録開始操作手段の操作に応じて、書き込むデジタルデータを特定する情報とインデック
ス情報と共にデジタルデータの書き込みを開始し、その後のインデックス記録操作手段の
操作に応じて、デジタルデータの書き込みを継続しながらインデックス情報を更新して付
与する記録制御手段と、
　再生開始操作手段の操作に応じて、デジタルデータを特定する情報に基づいて再生する
デジタルデータを選択して該デジタルデータの読出しを開始し、その後のインデックスス
キップ操作手段の操作に応じて、読み出しているデジタルデータのインデックス情報を更
新して更新したインデックス情報が付与されたデジタルデータの読出しに移行する再生制
御手段とを備えることを特徴とするデータ記録再生装置。
【請求項７】
　　インデックス記録操作手段とインデックススキップ操作手段は、共通の操作ボタンに
よって構成されており、該操作ボタンは、データ記録時にはインデックス操作記録手段を
構成し、データ再生時にはインデックススキップ操作手段を構成することを特徴とする請
求項６に記載のデータ記録再生装置。
【請求項８】
　　更に記録終了操作手段と再生終了操作手段を備え、前記記録制御手段は、記録終了手
段の操作に応じてデータ記録動作を終了し、前記再生制御手段は、再生終了操作手段の操
作に応じてデータ再生動作を終了することを特徴とする請求項６または７に記載のデータ
記録再生装置。
【請求項９】
　　デジタルデータを特定する情報はファイルＩＤであり、ファイル名はファイルＩＤと
インデックス情報を含むことを特徴とする請求項６乃至８のいずれかに記載のデータ記録
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再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＩＣレコーダやデジタルビデオカメラの如く、実時間軸上で連続的に発生する
音声若しくは映像をデジタルデータに変換してメモリに書き込むデータ記録動作と、メモ
リに書き込まれているデジタルデータを読み出して音声若しくは映像として再生するため
のデータ再生動作とが可能なデータ記録再生装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ＩＣレコーダにおいては、録音開始ボタンを押下することによって、マイクロホンから入
力される音声信号がデジタルデータに変換された後、ファイル名が付与された上で、スマ
ートメディア (登録商標 )やマルチメディアカード等の脱着式のＩＣメモリからなる外部メ
モリに書き込まれる。録音終了ボタンを押下すれば、録音動作は停止する。
又、ファイル名を指定して再生開始ボタンを押下することにより、指定されたファイル名
のデジタルデータが外部メモリから読み出され、該データがアナログ音声信号に変換され
た後、スピーカから音声として出力される。再生終了ボタンを押下すれば、再生動作は終
了する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
例えばテープレコーダによるデータ記録においては、一連の音声データの記録中にインデ
ックス記録操作を行なうことによって、テープ上の任意位置にインデックスを記録するこ
とが可能であり、データ再生時には、インデックスの記録位置を検索して、データ再生位
置をスキップすることが可能となっている。
【０００４】
しかしながら、多くのＩＣレコーダにおいては、データ記録によってＷＡＶファイルの如
き所定のフォーマットを有する音声ファイルが作成され、この様なＩＣレコーダにおいて
は、音声ファイル中にインデックスの記述を行なうことが出来ないため、スキップ動作を
実現することが出来ないという問題があった。
そこで本発明の目的は、所定のファイルフォーマットの下でデータの記録及び再生が行な
われるデータ記録再生装置において、スキップ動作を実現することである。
【０００５】
【課題を解決する為の手段】
本発明に係るデータ記録再生装置は、実時間軸上で連続的に発生する音声若しくは映像を
デジタルデータに変換してメモリに書き込むデータ記録動作と、メモリに書き込まれてい
るデジタルデータを読み出して音声若しくは映像として再生するためのデータ再生動作と
が可能である。
該データ記録再生装置は、データ記録時にユーザが操作すべき記録開始操作手段及びイン
デックス記録操作手段と、データ再生時にユーザが操作すべき再生開始操作手段及びイン
デックススキップ操作手段と、記録開始操作手段及びインデックス記録操作手段の操作に
応じてデータ記録動作を制御する記録制御手段と、再生開始操作手段及びインデックスス
キップ操作手段の操作に応じてデータ再生動作を制御する再生制御手段とを具えている。
【０００６】
前記記録制御手段は、記録開始操作手段の操作に応じて、デジタルデータの書込みを開始
すると共に、ファイルＩＤ番号とインデックス番号を含むファイル名を作成して該デジタ
ルデータに付与し、その後のインデックス記録操作手段の操作に応じて、デジタルデータ
の書込みを継続すると共に、前記ファイル名に含まれるインデックス番号を更新し、ファ
イルＩＤ番号が同一でインデックス番号の更新された新たなファイルを作成して該デジタ
ルデータに付与する。
又、前記再生制御手段は、再生開始操作手段の操作に応じて、選択されたファイル名を有

10

20

30

40

50

(3) JP 3889672 B2 2007.3.7



するデジタルデータの読出しを開始し、その後のインデックススキップ操作手段の操作に
応じて、該ファイル名に含まれるインデックス番号を更新し、ファイルＩＤ番号が同一で
インデックス番号の更新された新たなファイル名を有するデジタルデータの読出しに移行
する。
【０００７】
上記本発明のデータ記録再生装置によるデータ記録においては、記録開始操作手段の操作
後、任意時点でインデックス記録操作手段を操作することによって、ファイルＩＤ番号を
同一に維持したまま、インデックス番号が順次更新されて、新たなファイルが作成される
ことになる。該ファイル作成においては、記録開始操作手段の操作のみによって作成され
るファイル、即ち従来装置によって作成されていたファイルと同じフォーマットが維持さ
れる。
この結果、従来は所定のフォーマットを有する１つのファイルとしてメモリに書き込まれ
ていた一連の音声又は映像のデジタルデータが、それぞれ所定のフォーマットを有する複
数のファイルとしてメモリに書き込まれることになる。
【０００８】
その後のデータ再生においては、再生開始操作手段の操作後、インデックススキップ操作
手段の操作によって、ファイルＩＤ番号を同一に維持したまま、インデックス番号が順次
更新されて、新たなファイル名を有するデジタルデータの読出しに移行する。
この結果、一連の音声又は映像の再生が一旦中断されて、次のインデックス番号を有する
ファイルとして記録されている後続の音声又は映像の再生にスキップすることになる。
【０００９】
具体的構成において、インデックス記録操作手段とインデックススキップ操作手段は、共
通の操作ボタンによって構成されており、該操作ボタンは、データ記録時にはインデック
ス記録操作手段を構成し、データ再生時にはインデックススキップ操作手段を構成する。
これによって、操作ボタンの数を減少させて、データ記録再生装置の小型化を図ることが
出来る。
【００１０】
又、具体的な構成においては、ファイルスキップ操作手段を具え、前記再生制御手段は、
再生開始操作手段の操作後におけるファイルスキップ操作手段の操作に応じて、データ再
生中のファイル名に含まれるファイルＩＤ番号を更新すると共に、インデックス番号を初
期化し、ファイルＩＤ番号の更新された新たなファイル名を有するデジタルデータの読出
しにスキップする。
これによって、従来装置におけるファイル間のスキップ動作と同じスキップ動作を実現す
ることが出来る。
【００１１】
【発明の効果】
本発明に係るデータ記録再生装置によれば、所定のファイルフォーマットの下でデータの
記録及び再生を行なう構成において任意位置でのスキップ動作を実現することが出来る。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をＩＣレコーダに実施した形態につき、図面に沿って具体的に説明する。該
ＩＣレコーダは図１に示す如く、ユーザが操作すべき操作ボタン (10)と、各種の情報を表
示すべき表示器 (11)と、脱着が可能な外部メモリ (９ )とを具えており、表示器 (11)の操作
に応じて、マイクロホン (１ )によって集音した音声をデジタルデータとして外部メモリ (
９ )に書き込む録音動作と、外部メモリ (９ )に書き込まれているデジタルデータを読み出
して、スピーカ (６ )から音声として放音する再生動作が可能となっている。
【００１３】
音声の録音時には、マイクロホン (１ )から入力される音声信号がＡＤコンバータ (２ )によ
ってデジタルデータに変換され、更にエンコード／デコードＩＣ (３ )にてエンコードされ
た後、制御用マイクロコンピュータ (７ )を経てメモリ制御ＩＣ (８ )に供給され、メモリ制
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御ＩＣ (８ )によって外部メモリ (９ )に書き込まれる。
音声の再生時には、メモリ制御ＩＣ (８ )によって外部メモリ (９ )から読み出されたデジタ
ルデータが、制御用マイクロコンピュータ (７ )を経てエンコード／デコードＩＣ (３ )へ供
給され、該エンコード／デコードＩＣ (３ )にてデコードされた後、ＤＡコンバータ (４ )に
よってアナログの音声信号に変換され、増幅器 (５ )によって増幅された上、スピーカ (６ )
から放音される。
【００１４】
尚、操作ボタン (10)には、録音を開始するための録音ボタンと、録音を終了するためのＳ
ＴＯＰボタンと、インデックスの記録及びインデックス間のスキップを行なうためのＩＮ
ＤＥＸボタンと、再生を開始するための再生ボタンと、従来と同じファイル間のスキップ
を行なうためのＳＫＩＰボタンとが含まれている。
【００１５】
図２は、録音ボタン、ＩＮＤＥＸボタン及びＳＴＯＰボタンの操作に応じて制御用マイク
ロコンピュータ (７ )が実行すべき録音制御手続きを表わしている。
尚、本実施例では、ファイル名として、次のフォーマットを採用する。
“＃＃＃＿＊＊＊．ＷＡＶ”
ここで“＃＃＃”にはファイルＩＤ番号ＦＩＬＥ＿ＩＤが記入され、“＊＊＊”にはイン
デックス番号ＩＮＤＥＸが記入される。又、“ＷＡＶ”はＷＡＶフォーマットを表わす拡
張子である。
【００１６】
録音ボタンが押下されると、先ずステップＳ１にて、所定のイニシャル処理を実行する。
即ち、現在のファイルＩＤ番号ＦＩＬＥ＿ＩＤに１を加算して、ファイルＩＤ番号を更新
し、インデックス番号ＩＮＤＥＸを１にセットする。
次に、ステップＳ２にて“＃＃＃＿＊＊＊．ＷＡＶ”のファイルを作成した後、ステップ
Ｓ３にて、ＩＮＤＥＸボタンが押下されたかどうかを判断する。ここでノーと判断された
ときは、ステップＳ４に移行して、外部メモリ (９ )への録音データの書き込みを行なう。
【００１７】
その後、ステップＳ５にてＳＴＯＰボタンが押下されたかどうかを判断し、ノーと判断さ
れた場合はステップＳ３に戻って、ＩＮＤＥＸボタン及びＳＴＯＰボタンの操作がない限
り、録音データの書き込みを継続する。
この過程でＩＮＤＥＸボタンが押下されてステップＳ３にてイエスと判断されたときは、
ステップＳ７に移行して、インデックス番号ＩＮＤＥＸが９９よりも小さいかどうかを判
断する。ここでイエスと判断されたときは、ステップＳ８に移行して、ファイルをクロー
ズすると共に、インデックス番号ＩＮＤＥＸをカウントアップした後、ステップＳ２に戻
ってファイル作成を繰り返す。
【００１８】
ステップＳ７にてノーと判断されたときはインデックス番号ＩＮＤＥＸをカウントアップ
することなく、ステップＳ４に移行して、録音データの書き込みを継続する。
その後、ＳＴＯＰボタンが押下されてステップＳ５にてイエスと判断されたときは、ステ
ップＳ６に移行して、ファイルをクローズし、録音動作を終了する。
【００１９】
上記録音動作によって、外部メモリ (９ )内には、例えば図４ (ａ )(ｂ )(ｃ )に示す如くＷＡ
Ｖフォーマットを有する複数のファイルが作成されることになる。
図４ (ａ )は、録音ボタンの操作によって録音を開始した後、ＩＮＤＥＸボタンを操作しな
かった例を示しており、一連の音声データに対して１つのファイル“００１＿０１．ＷＡ
Ｖ”が作成されている。
図４ (ｂ )は、上記の録音を一旦終了した後、新たに録音を開始し、その後、ＩＮＤＥＸボ
タンを３回操作した場合を示しており、一連の音声データに対して４つのファイル“００
２＿０１．ＷＡＶ”、“００２＿０２．ＷＡＶ”、“００２＿０３．ＷＡＶ”及び“００
２＿０４．ＷＡＶ”が作成されている。
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図４ (ｃ )は、更に上記の録音を一旦終了した後、新たに録音を開始し、その後、ＩＮＤＥ
Ｘボタンを１回操作した場合を示しており、一連の音声データに対して２つのファイル“
００３＿０１．ＷＡＶ”及び“００３＿０２．ＷＡＶ”が作成されている。
【００２０】
上述の如く、本発明に係るＩＣレコーダによれば、図４ (ｂ )及び (ｃ )に示す如く一連の音
声がＩＮＤＥＸボタンの操作回数に応じた複数のファイルとして外部メモリ (９ )に記録さ
れ、これらのファイルにおいては、図４ (ａ )に示す如く録音ボタンの操作のみによって作
成されたファイルと同じく、ＷＡＶフォーマットが維持されている。
【００２１】
図３は、再生ボタン、ＩＮＤＥＸボタン及びＳＫＩＰボタンの操作に応じて制御用マイク
ロコンピュータ (７ )が実行すべき再生制御手続きを表わしている。
再生ボタンが押下されると、先ずステップＳ１１にて、所定のイニシャル処理を実行する
。即ち、再生すべきファイルを選択してファイルＩＤ番号ＦＩＬＥ＿ＩＤをセットすると
共に、インデックス番号ＩＮＤＥＸを１にセットする。
【００２２】
次に、ステップＳ１２にて、外部メモリ (９ )内のファイル“＃＃＃＿＊＊＊．ＷＡＶ”を
オープンする。次にステップＳ１３では、ファイルオープンが成功したかどうかを判断し
、ここでイエスと判断されたときは、ステップＳ１４に移行して、ＳＫＩＰボタンが押下
されかどうかを判断する。ここでノーと判断されたときは、ＩＮＤＥＸボタンが押下され
かどうかを判断する。ここでノーと判断されたときは、ステップＳ１６に移行して、オー
プンされたファイルを再生する。
【００２３】
その後、ステップＳ１７にてファイルデータが終了したかどうかを判断し、ここでノーと
判断されたときは、ステップＳ１４に戻って、ＳＫＩＰボタン及びＩＮＤＥＸボタンが押
下されない限り、ファイルの再生を継続する。
ファイルデータが終了してステップＳ１７にてイエスと判断されたときは、ステップＳ１
８へ移行して、ファイルをクローズし、ステップＳ１９にてインデックス番号ＩＮＤＥＸ
をカウントアップした後、ステップＳ１２に戻って、次のファイル“＃＃＃＿＊＊＊．Ｗ
ＡＶ”をオープンし、ファイル再生を繰り返す。
【００２４】
ファイル再生中にＩＮＤＥＸボタンが押下されてステップＳ１５にてイエスと判断された
ときは、ステップＳ１８に移行して再生中のファイルをクローズし、ステップＳ１９にて
インデックス番号ＩＮＤＥＸをカウントアップした後、ステップＳ１２に戻って、次のフ
ァイル“＃＃＃＿＊＊＊．ＷＡＶ”をオープンし、ファイル再生を繰り返す。
【００２５】
又、ファイル再生中にＳＫＩＰボタンが押下されてステップＳ１４にてイエスと判断され
たときは、ステップＳ２０に移行して再生中のファイルをクローズし、ステップＳ２１に
てそのファイルが最後のファイルかどうかを判断する。
ステップＳ２１にてノーと判断されたときは、ステップＳ２２に移行して、ファイルＩＤ
番号ＦＩＬＥ＿ＩＤをカウントアップすると共に、インデックス番号ＩＮＤＥＸを１にセ
ットした後、ステップＳ１２に戻って、次のファイル“＃＃＃＿＊＊＊．ＷＡＶ”をオー
プンし、ファイル再生を繰り返す。
その後、ステップＳ２１にてイエスと判断されたときは、再生動作を終了する。
【００２６】
図５は、上記再生制御手続きによって図４ (ａ )(ｂ )(ｃ )に示す複数のファイルをスキップ
しつつ再生する様子を表わしている。
図５の如く一連の音声データが記録されているファイル“００１＿０１．ＷＡＶ”の再生
中にＳＫＩＰボタンを操作すると、次の一連の音声データが記録されている４つのファイ
ル“００２＿０１．ＷＡＶ”、“００２＿０２．ＷＡＶ”、“００２＿０３．ＷＡＶ”及
び“００２＿０４．ＷＡＶ”の内、先頭のファイル“００２＿０１．ＷＡＶ”の再生にス
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キップする。
その後、３つの連続するファイル“００２＿０１．ＷＡＶ”、“００２＿０２．ＷＡＶ”
及び“００２＿０３．ＷＡＶ”の再生が行なわれ、３つ目のファイル“００２＿０３．Ｗ
ＡＶ”の再生中に、ＩＮＤＥＸボタンを操作すれば、次の４つ目のファイル“００２＿０
４．ＷＡＶ”の再生にスキップすることになる。
【００２７】
又、先頭のファイル“００２＿０１．ＷＡＶ”の再生中にＳＫＩＰボタンを操作すると、
次の一連の音声データが記録されている２つのファイル“００３＿０１．ＷＡＶ”及び“
００３＿０２．ＷＡＶ”の内、先頭のファイル“００３＿０１．ＷＡＶ”の再生にスキッ
プする。更に、該ファイル“００３＿０１．ＷＡＶ”の再生中にＩＮＤＥＸボタンを操作
すれば、次の２つ目のファイル“００３＿０２．ＷＡＶ”の再生にスキップすることにな
る。
【００２８】
上述の如く、本発明に係るＩＣレコーダによれば、一連の音声データについては、ファイ
ルＩＤ番号ＦＩＬＥ＿ＩＤが同じであって、データ記録時にＩＮＤＥＸボタンを押下した
時点でＩＮＤＥＸ番号のみが更新されているので、該音声データの再生時には、ファイル
ＩＤ番号ＦＩＬＥ＿ＩＤが同じ複数のファイルを連続的に再生することよって、従来と同
じ再生動作を実現することが可能であると共に、ＩＮＤＥＸボタンの操作によってＩＮＤ
ＥＸ間のスキップを行なうことが可能である。又、異なる一連の音声データについては、
ファイルＩＤ番号ＦＩＬＥ＿ＩＤが更新されているので、ＳＫＩＰボタンの操作によって
従来と同じファイル間のスキップを行なうことが可能である。
【００２９】
又、ファイルＩＤ番号ＦＩＬＥ＿ＩＤ及びＩＮＤＥＸ番号の異同に拘わらず、全てのファ
イルがＷＡＶフォーマットを維持しているので、ファイル単位での編集が可能であり、例
えば、一連の音声データが記録されている複数のファイルの内、任意の１つのファイルを
削除したとしても、残りのファイルの再生に支障は生じない。
【００３０】
尚、本発明の各部構成は上記実施の形態に限らず、特許請求の範囲に記載の技術的範囲内
で種々の変形が可能である。また本発明は、ＩＣレコーダ等のオーディオ機器に限らず、
デジタルビデオカメラ等の映像機器に実施することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るＩＣレコーダの構成を示すブロック図である。
【図２】該ＩＣレコーダの録音制御手続きを表わすフローチャートである。
【図３】該ＩＣレコーダの再生制御手続きを表わすフローチャートである。
【図４】該ＩＣレコーダの録音動作によって作成されるファイル構造を説明する図である
。
【図５】該ＩＣレコーダの再生時におけるスキップ動作を説明する図である。
【符号の説明】
(１ )　マイクロホン
(２ )　ＡＤコンバータ
(３ )　エンコード／デコードＩＣ
(４ )　ＤＡコンバータ
(５ )　増幅器
(６ )　スピーカ
(７ )　制御用マイクロコンピュータ
(８ )　メモリ制御ＩＣ
(９ )　外部メモリ
(10)　操作ボタン
(11)　表示器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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